
議題

・行政を含めた地域との連携をさらに深める。

・地域からの学びを充実させる。

・動画配信を含めアピール方法を工夫し、生徒数の確保につなげる。

令和５年度　第３回【２月７日（水）】

出席者：委員７名、学校関係者１名

①　清水分校の今年度の取組・成果報告

②　今後の取組等について意見交換

議論した主な内容

①総務部長から、今年度の取組・成果について説明があった。

　・総合的な探求の時間、小学校との交流（ペットボトルロケット）、中学校との

　　合同運動会、JR和歌山駅での清水PR活動等の地域学習・交流について

　・小学生（5年生）、中学生（2年生）を招待した文化祭について

　・新たな取組として、学校運営協議会で検討した生徒の活動動画の公開について

　・委員も参加した、富士通プロデュース「未来の語り場」について

②今後の取組等について意見交換を行った。（出された意見等）

　・地域学習・交流について

　　「少人数であるが、外部の方との交流が良い経験になっている」

　　「体験的な取組を通して、表現力などの成長が感じられる」

　・ホームページ等の広報活動について

　　「第１回で検討した、動画の公開に迅速に対応できた」

　　「動画をYouTubeから直接見ることができようにしてはどうか」

　・生徒数の確保について

　　「地域の活性化に向け、清水温泉のリニューアル、公園の建設が進んでいる」

　　「寮の問題をなんとか解決できないか」

具体的な取組・活動

県立有田中央高等学校清水分校 学校運営協議会


